
豊太郎が 手記を書 いた理由  

  

 「舞姫 」という 物語は、 読者にま だ続きが あるので はないか と思わせ るような 終わ り 方

になって いる。私 もそう考 えた一人 である。 だから、 この物語 のほとん どを占め てい る 手

記をなぜ 豊太郎は 書いたの かという ことを考 えること で、この 物語の文 章になっ てい な い

先の部分 まで読み 解くこと ができる のではな いかと思 う。なぜ なら、豊 太郎はド イツ で の

出来事に 深い後悔 の念を抱 いていて 、そうい うものは 本来心の 奥にしま って閉じ 込め て お

きたいも ののはず であるの に、それ を思い起 こすよう に手記に 残したの は何か理 由が あ る

だろうと 考えるか らだ。  

 その理 由を手記 の中で綴 られてい る豊太郎 の気持ち を元に考 えていき たい。  

 そして その結論 は、豊太 郎はエリ スと、や がて生ま れるであ ろう豊太 郎とエリ スの 子 に

対して、 伝えたい 思いがあ ったから 手記を書 いたので ある。  

 まず、 帰国途中 の船のな かでの豊 太郎につ いて考え る。すで にドイツ での大変 な出 来 事

があった 後なので 、豊太郎 は苦しい 思いに心 を悩ませ ていた。 この苦し い思いを 消し 去 り

たいが、 自分の弱 さから起 こったこ となので よく知ら ない人に は言えず 、まして やそ の 原

因を作っ た相沢や 天方大臣 などにも 話すこと ができな かった。 だが豊太 郎は誰か に自 分 の

悲しみ、 苦しみを わかって もらいた かったの だと思う 。伝える ことでそ の気持ち が晴 れ る

ことはな いと自分 でわかっ ていなが らも、手 記に自分 の中から 吐き出し 、誰かに 見て も ら

える形に すること で、少し でも気休 めになる のではと 考えたの かもしれ ない。そ うし て 、

豊太郎は 手記とい う手段を 使って、 誰かに伝 えること を考えた 。そして その相手 とし て ま

ず浮かん でくるの が、豊太 郎の愛し た人間で あるエリ スである 。なぜな ら、豊太 郎は エ リ

スを愛し 、エリス もまた豊 太郎を愛 していた と考えて いる。だ から豊太 郎にとっ てエ リ ス

は最大の 理解者で あると認 識してい るはずだ 。そのた め豊太郎 は、エリ スなら自 分の 苦 し

みを理解 してくれ るのでは ないかと 考えたの ではない か。そし て、豊太 郎には帰 国途 中 で

ある今も なお、精 神障害に 陥ったエ リスに伝 えきれて いないこ とがあっ たのだ。 それ を 伝

えるため にも、手 記を書い たのだと 私は考え る。  

 豊太郎 は帰国す る前に、 相沢によ ってエリ スに真実 をつげら れ、エリ スを狂わ せて し ま

った。つ まり、エ リスは相 沢の話の みを信じ て、精神 障害に陥 ってしま ったこと にな る 。

相沢の話 の中に、 豊太郎の エリスに 対する感 情が含ま れている はずもな い。相沢 とは 感 情

よりも損 得勘定で 動く人間 だからだ 。その根 拠として 、相沢と 豊太郎の 会話で、 「伯 爵 の

先入観を 無理に動 かそうと はしない 。伯爵の 胸のうち で事実を 曲げてか ばうやつ など と 思

われるこ とは、友 達に不利 であり、 自分にも 損だから である」 という話 から、友 達を か ば

うことよ りもその 双方にと って損か 得かと考 えている ことがあ る。豊太 郎は相沢 のこ と を

よく知っ ているの で、エリ ス に伝えた 内容がど ういうも のである か想像で きたはず である 。

だから、 豊太郎は 手記を通 して、豊 太郎自信 の言葉で 、エリス に自分の 本当の思 いを 伝 え



たかった のだと思 う。この 手記の中 にはエリ スを想う 言葉がた しかに書 かれてい る。 エ リ

スと別れ ると相沢 と約束し たが、エ リスが好 きで、エ リスのこ とを想う ためにで きな か っ

たこと、 エリスが 狂った後 も何度も 涙を流し たことな どがそう だ。  

 そうし て、エリ スを残し たまま、 豊太郎は 帰路につ くことに なる。エ リスだけ でな く 、

そのおな かの中の 子までも 。豊太郎 はエリス を深く愛 していた 。それな のにその 子を 愛 さ

ないはず がない。 エリスと 同様に愛 したはず である。 もしエリ スが発狂 し、帰国 する こ と

にならな かったな らば。だ が、子の ことは常 に気がか りになる はずだ。 そして、 せめ て 子

どもには 幸せにな ってほし いと願う と考える 。子が生 まれてき たときに 父がいな いの で は

かわいそ うだと考 え、実際 に会うこ とはでき ないが、 手記を通 して父親 がどんな 人間 だ っ

たのかと いうこと を伝えよ うと思っ たのだと 思う。そ のために 、手記の 序盤では 、自 分 の

優秀さを 雄弁に語 っている 。そして 読み進め ていくう ちに、今 エリスと その子と 一緒 に い

られない 理由も伝 えること ができる 。この手 記を読ん だ子供は 、おそら くこの最 低な 父 親

を嫌うだ ろう。豊 太郎はそ れもわか っていた 。子供に 嫌われる ことで、 自分のよ うな 人 間

にならず にすむよ うにと考 えたのだ と思う。  

 また、 手記とは 物である ため、ど んなに時 間がたっ た後でも 読むこと ができる 。エ リ ス

は子を生 むことで 精神障害 が治癒す るかもし れないし 、なにか 別のこと で回復す るか も し

れない。 豊太郎は そんな期 待を抱い て、手記 にしたと も考えら れる。  

 以上の ことから 、豊太郎 はエリス とその子 供に向け て、自分 が本当に エリスを 愛し て い

たこと、 そのため にどれほ ど苦しん だのかと いうこと をエリス に伝える ため、そ して 、 子

どもに父 親がどん な人間で あるかを 伝え、自 分のよう にならな いでほし いという 願い を 秘

め、この 手記を書 いたのだ といえる 。  


